
科目区分 科目番号 607 曜日時間 不定期

授業科目

単位数 時間 ３０　時間 開講時期 1年次通年 授業形態 講義・演習

担当教員

授業目的

中核

回 授業方法 時間

1 講義 2

2 講義 2

3 講義 2

4 講義 2

5 講義 2

6 講義 2

7

8

9 講義 2

10

11

12 講義 2

13

14

15 講義 2

評価計画
方法

テキスト
参考図書

事前学習
事後学習

実務歴
有

講義への
反映

備　考

生活援助技（清潔・衣生活）

専門分野

基礎看護技術Ⅳ

1単位

横手　理香

日常生活の援助の視点を学び、日常生活の援助方法について学ぶ。

授業目標
1.日常生活における清潔の意味を理解できる。
2.身体の清潔と皮膚・粘膜の管理に関する看護の意義が理解できる。
3.対象の状況に合わせた清潔援助を実施できる。

授
業
の
内
容
と
方
法

授業内容 備考

「清潔にする」ことに関する習慣・清潔の意義

清潔援助の種類　入浴・シャワー浴

整容の意義とその援助

衣服を用いることの意義と選択

援助の実際　病衣・寝衣交換

清潔と衣生活援助のリフレクション

演習
（必修）

演習
（必修）

演習
（必修）

援助の実際　足浴

4

4

4

全身清拭の援助計画

援助の実際　全身清拭

洗髪の援助計画

援助の実際　洗髪

足浴の援助計画

看護師：病院勤務　26年　　看護教員：学校勤務　２年

臨床場面から実際の看護技術の目的・意義を実感できる講義を展開する

筆記試験

茂野香おる著：系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護学〔2〕基礎看護技術Ⅰ【電子版】　医学書院
看護が見えるVOL.１　基礎看護技術第1版　医学書院

事前に配布されたワークシートは記入してくること。
指示があったリフレクションシートは提出期限までに提出すること。


